
深山の多湿の斜面に生える多年草。茎は高さ20-85cm、上部はちぢれ毛が多い。葉は対生し、やや厚く、

長楕円状披針形、長さ7-12.5cm。花は8-10月。頭花は6-9個、茎頂に散房状につき、柄は長くて密に白毛

があり、横向きに咲く。総苞は筒状で長さ9-11mmになる。小花は13-31個あり、すべて筒状の両性花で花

冠は黄色、長さ6.5-7.5mm。

2010年までに氷ノ山等で多くの生育地が確認されてい

たが、シカの採食による影響で減少している。2020年

版でCランクからBランクに変更した。

シカの採食による影響の抑制が必要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

○

■ 県内分布

養父市、朝来市、香美町、新温泉町

■ 国内分布

本州、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…チョウジギク
環境省ランク… －Arnica  mallotopus  Makino


